
火災で扱う温度は一般的に数百℃～千数百℃ の高温であるため，例えば，構造部材がこ

の高温に曝され当該部材の強度が著しく低下すれば，建物が倒壊する一因となる．また，未

燃焼の可燃物がこの高温に熱せされることによって着火すれば火災拡大の引き金となりう

る．このように，火災時における火熱または物体間の熱の伝わりを定量的に把握することは

火災に関連する様々な事象を検討する上で重要となる．本節では，基本的な伝熱形態である

放射・伝導・対流の機構と計算法について概説する． （野秋　政希）

次に，ある物体の表面に放射エネルギーが入射し，その一部が物体に吸収され，他が透過

する場合を考える．この場合は入射エネルギーは外部条件で与えられるから，問題は，その

うち，物体によって吸収されるエネルギーの比率（吸収率）である．α λを，波長λの近傍の

波長帯の吸収率（単色吸収率），Gλを同じ波長帯の入射
エネルギー密度，Gを全入射エネルギーとすると，全

入射エネルギーに関する吸収率（単に吸収率といえば，

この場合をさす）αと，α λの関係は式（2・2）で与えられ

る．

放射については種々の法則が知られているが，代表的

なものを整理すると以下のようになる．
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［kW/m2］は

［kW/m2］は次式によ

り求められる．すなわち

［kW/m2］は，ガスの減衰係数 kλおよびガス層の厚さ lにより定まり

［kW/m2］は

［kW/m2］は次式で示される．

σ （＝5 .67×10－11 kW/m2・K4），εG：炭酸ガスの放射率

［ ［ ［］ ］ ］

ここで，J0λ：プランクの式より得られる放射強度［kW/m2］，Cs：可視光域での減衰係数

［1/m］，σλ：赤外域での相対減衰係数，l：煙層の厚さ［ｍ］である．

［kW/m2］は
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